豊栄病院福祉連携センター　いするぎ通信　平成２７年９月号

秋の虫が鳴きはじめました。さよなら夏の日。
今月も、いするぎ通信をお届けいたします。
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●えむえすだぶりゅー日誌：当院MSWの岩淵と渡辺が交代で、相談を受けた症例を基に、解決策を探っていきます。なかなか良い方法が見つからなくて、二人の愚痴話になるかもしれません。今月は「渡邊のーと」です。

１人暮らしの女性を支援している身内の方からの電話相談でした。患者さんは当院外来に通院中です。「処方された薬を飲みすぎて困っている。訪問すると、処方された薬がすでになかったり、残薬が合わなかったり。おくすりカレンダーを使っても効果がなく、今は自分が薬を預かっている。しかし、自分自身も病気を抱えており、毎日通うのは困難。」とのことでした。介護認定は受けていますが、本人の拒否がありサービス利用はありません。かかりつけ薬局に相談してみてはどうでしょう。包括支援センターも介入しているとのことなので、再度相談するように、私からも担当者へ連絡を入れようなんて、色々打開策が浮かんできます。ところが、相談者は、患者さんのことより、ご自身や家族の心配事に対する訴えを延々と話しました。1時間も話を傾聴したところでようやく電話が切れましたが、こちらの提案は全く聞いていただけず、途方にくれてしまいました。最終的には、私が、主治医にお願いし内服の変更と調整を行い、薬局にお願いし一包化と薬剤名明記を行い、介護保険サービスの導入で内服管理を行うようにしました。地域の資源をうまく活用できて解決に至ったのですが、とっても疲れました。みんな心配事が多いので、愚痴を聞いてもらいたいのですね。私の愚痴はここに書いていこうと思います（さやか）。
●ほーかん日誌：訪問看護で起きたことを書いていきます。貴重な症例を共有して、次の症例に生かしたいと思います。今月は「五十嵐のーと」です。
65歳の男性で、一人暮らし。脳梗塞後遺症で左不全麻痺があり、高血圧症も昔から。内服管理をきちんとするために訪問していますが、・・・。「ごめんください、看護師です。薬詰めに来ました、　お邪魔します」「おう」バイタルを測定して1週間分の内服薬をセットしながら体調確認をしようとすると、「薬飲んでるから大丈夫だ！！！　何のために飲んでるんだ！！！」「当たり前だ！（便は）食べれば出る！」「まだか！早く帰れ！！」突然、外まで聞こえるような大声で・・・。（怒ってる？）ドキドキ・・・。エアコンはあるがちゃんと使われていない。だから、訪問すると、夏は汗だくで、冬はコートを着ないといられない。「暑いから（寒いから）、エアコンを使ったら？」と、声をかけると、「土方仕事をしていたから、こんなのなんともねーんだ！早く帰れ！」奥にはカップラーメンの殻が重ねてある。日に日に高くなっているように思える。（高血圧なのに・・・塩分が・・・栄養が・・・）食生活が気になり声をかけると、「関係ねーだろう！　何のために薬飲んでるんだ！まだいたのか！早くかえれ！！！」撃沈し、帰ろうと立ち上がると「おう！　気を付けて帰れ」（あれ？）どうしたら信頼関係が築けるものか、悩みながら訪問しています（真実）。
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 ●編集　蕎麦屋に、なぜかウルトラ●●。店主の趣味？カラーリングを見て「ウルトラ△×」と特定できるほど、私は年寄ではありません。野村まゆみ
豊栄病院福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

